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青森市都市計画審議会委員を募集
問都市政策課（☎017－752－7977）

　本市の住みよいまちづくりのため、都市計画の決定または変更に

関する審議を行う青森市都市計画審議会委員を募集します。

●応募資格　本市に住所がある18歳以上のかた／月～金曜日に開催

する会議に出席できるかた／本市の他の附属機関の委員、国・地

方公共団体の常勤職員、議員、政党の役員・職員、その他政治団

体の関係者でないかた

●募集委員数　若干名　　　　●任期　委嘱の日から２年間

●会議の開催　年２回程度　　●報酬　会議出席につき8,700円

●選考　書類審査（面接を行う場合あり）

　　　　結果は６月中旬までに応募者全員に通知。

●応募方法　４月14日（金）必着で、履歴書と「これからの都市計画

に求められる視点（任意様式／400字程度）」を、郵便、Ｅメール

または直接、〒030－8555　青森市役所本庁舎　都市政策課（本

庁舎内、 toshi-seisaku@city.aomori.aomori.jp）へ

問
清
掃
管
理
課
（
☎
017
―
718
―
１
１
７
９
）

　

浪
岡
振
興
部
市
民
課
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
４
０
）

特
定
家
電
や
廃
タ
イ
ヤ
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

そ
の
引
っ
越
し
ご
み
、

　
　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

青森地区

●３月の収集日　15日（水）・29日（水）
●収集日の１週間前までに、
　粗大ごみ受付センター

　（☎017－718－1184）へ申込み

●有料で戸別収集

浪岡地区

●収集日　第３水曜日または第３木曜日
（町会によって異なります）

●収集日当日の朝（午前８時まで）に
出してください

●収集できないものはステッカーを貼ら
れ残されますので、お持ち帰りください

守りましょう！「粗大ごみ」の出し方

●
引
っ
越
し
な
ど
で

　

大
量
の
ご
み
が
出
る
場
合
は

・
一
度
に
ご
み
収
集
場
所
に
出
さ

ず
、
少
量
ず
つ
何
回
か
に
分
け

て
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て

出
す
。

・
必
要
な
人
に
譲
っ
た
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る
な

ど
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
す
る
。

・
清
掃
施
設
に
直
接
搬
入
す
る
。

・
自
分
で
搬
入
で
き
な
い
と
き
は
、

日
に
ち
に
十
分
な
余
裕
を
も
っ

て
、
収
集
運
搬
許
可
業
者
に
収

集
を
依
頼
す
る
（
有
料
）。

ご
み
の
分
別
、
搬
入
先
な
ど
は

「
清
掃
ご
よ
み（
青
森
地
区
）」、

「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
出
し
方

（
浪
岡
地
区
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 浪岡振興部市民課　石村

災
害
時
の
避
難
所
等
の

指
定
内
容
を
更
新
し
ま
し
た

　

災
害
時
の
指
定
福
祉
避
難
所
に

つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
更
新
し

ま
し
た
。

●
藤
聖
母
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
奥
野
三
丁
目
７
―
１
）

　

…
施
設
終
了
に
伴
い
指
定
取
消

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
、
身
近
な
避
難
所

を
確
認
し
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
０
５
９
）

▲避難所等の
　情報はこちら
　（市ホームページ）

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
禁
止
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合

は
懲
役
ま
た
は
罰
金
、
ま
た
は
そ

の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

特
定
廃
家
電
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
）
や
廃
タ
イ
ヤ
は
、
市

で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
適

正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
廃
家
電
▼
家
電
販
売
店
等
の

小
売
業
者
に
引
取
り
を
依
頼
す

る
か
、「
清
掃
ご
よ
み
（
青
森
地

区
）」
、「
家
庭
ご
み
の
正
し
い

出
し
方
（
浪
岡
地
区
）」
の
処
分

方
法
を
確
認
し
、
処
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。

廃
タ
イ
ヤ
▼
各
自
で
販
売
店
等
の

取
扱
業
者
に
引
き
取
り
を
依
頼

し
、
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
廃
棄
物
対
策
課

　
（
☎
017
―
718
―
１
１
６
４
）

青森市環境保全シンボルキャラクター
地球の王子様「エコル」
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小野寺あきひこの

市 長 コ ラ ム

時日時　所場所　内内容　対対象　人人員　料料金　備備考9 2023 年 3 月 15 日　広報あおもり

令
和
５
年
度
学
生
納
付

　
　
　
　

特
例
申
請
を
受
付

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得

が
一
定
額
（
128
万
円
）
以
下
で
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

20
歳
以
上
の
学
生
の
保
険
料
の
納

付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

　

猶
予
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金

の
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

令
和
５
年
度
の
申
請
は
４
月
３

日（
月
）か
ら
受
付
し
ま
す
。

　

現
在
制
度
を
利
用
し
て
い
る
か

た
に
は
、
４
月
以
降
随
時
日
本
年
金

機
構
か
ら
継
続
申
請
の
は
が
き
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
継
続
を
希
望

す
る
か
た
は
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
申
請
す
る
か
た
は
、
次

の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
な
ど
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
わ
か
る
も
の
、
学
生
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
（
学

生
証
や
在
学
証
明
書
な
ど
）

申
問
国
保
医
療
年
金
課
（
☎
017
―

734
―
５
３
５
２
）、
浪
岡
振
興

部
健
康
福
祉
課
（
☎
０
１
７
２

―
62
―
１
１
５
３
）、
青
森
年

金
事
務
所
（
☎
017
―
734
―
７
４

９
５
）
へ

　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
、「
タ
ク

シ
ー
・
移
送
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
」

ま
た
は
「
自
家
用
車
給
油
券
」
を

交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者
▼
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
、
愛
護
手
帳（
療
育
手
帳
）

Ａ
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
で
、
在
宅
の
か
た

持
参
す
る
も
の
▼
身
体
障
害
者
手

帳
、
愛
護
手
帳（
療
育
手
帳
）ま

た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
／
車
検
証（
自
家
用
車
給
油

券
の
場
合
）　

※
電
子
車
検
証

の
場
合
は
自
動
車
検
査
証
記
録

事
項
も
あ
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

交
付
日
時
▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時

交
付
場
所
▼
障
が
い
者
支
援
課
（
４

月
３
日
（
月
）・
４
日（
火
）午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
及
び
、

４
月
５
日
（
水
）～
７
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

は
、
駅
前
庁
舎
１
階　

駅
前
ス

ク
エ
ア
）、
浪
岡
振
興
部
健
康

福
祉
課

タ
ク
シ
ー
・
移
送
サ
ー
ビ

ス
利
用
券
、
自
家
用
車
給

油
券
の
交
付

問
障
が
い
者
支
援
課

　
（
☎
017
ー
734
ー
５
３
１
９
）

　

浪
岡
振
興
部
健
康
福
祉
課

　
（
☎
０
１
７
２
ー
62
ー
１
１
１
３
）

も
し
も
に
そ
な
え
て

事
前
登
録
と
シ
ー
ル
配
布

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
自
宅
に
帰

れ
な
く
な
り
、
保
護
さ
れ
た
時
等

に
備
え
た
緊
急
連
絡
先
等
の
事
前

登
録
及
び
、「
み
ま
も
り
シ
ー
ル
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
在
宅
で
生

活
す
る
65
歳
以
上
の
市
民
の
か
た

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
登
録
内
容

①
本
人
の
基
本
情
報
（
名
前
・
生

年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
）

②
緊
急
連
絡
先
（
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
）

問
高
齢
者
支
援
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
３
２
６
）

　

浪
岡
振
興
部
健
康
福
祉
課

　
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
３
４
）

掲載の内容は、２月20日時点の情報をもとに作成しています。イベント等は中止・延期・変更となる場合が
ありますので、最新情報は、各お問合せ先にご確認ください。

　2017年１月１日号から綴ってきたこの

コラムも、今回で最終回です。

　２月17日は、東北絆まつり６市共同記

者会見。青森市で６月17・18日に開催、

東北６県を代表する祭りが４年ぶりに公

道でのパレード。県内40市町村をPRす

るブース、青森県ゆかりのアーティスト

による演奏や伝統芸能の披露など、魅力

満載の内容に。今回で東北一巡となる節

目を、熱い絆で繋ぎます。

　２月18日は、地方創生ベンチャーサ

ミット。東京ミッドタウン日比谷BASE 

Qで、モデレーターの鈴木寛さんや、

BCリーグ埼玉武蔵ヒートベアーズ角晃

多社長などと「スポーツ×地方創生」を

テーマにセッション。スポーツコミッ

ション青森を通じた青森ワッツやライン

メール青森とベンチャー企業のコラボな

どを、全国へ発信しました。

　日々の仕事ぶりを月２回綴ってきた

市長コラム「小野寺あきひこのスクラ

ム！」、たくさんの青森市民の皆様にご

覧いただき、感想なども寄せていただい

たことに感謝申し上げます。２期７年、

青森市で続けてきた様々な挑戦が、全県

に広がることを願って筆を置きます。

　これまでのご愛読、ありがとうござい

ました。
　２月18日、地方創生ベンチャーサミット。
スタートアップ都市推進協議会でご一緒した高
島宗一郎福岡市長、鈴木英敬内閣府大臣政務官
などとご一緒に。
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